千葉支部主催　資格更新研修会

　　　成人期の自閉症者から考える
　　　　　社会性の生涯発達支援について
～犯罪の被害・加害の実態をとおして～
講師　佐藤幹夫
(フリージャーナリスト)

日本臨床発達心理士会 千葉支部
　
　幼少期から成人にいたるまでの自閉症児・者にとって、その「社会性」発達と現実社会との関係とは。
千葉支部・自閉症スペクトル支援プロジェクトチームでは、自閉症児の社会性発達への支援について研修会を行ってきた。
　今回の研修会では、著作・講演等の活動を精力的に続ける気鋭のフリージャーナリスト・佐藤幹夫氏をむかえ、講演と討論をとおして自閉症者と「事件」の現実、「社会性」の生涯発達支援について、その意味・意義とあるべき支援内容・支援環境について考える研修会としたい。
　
	５月３１日(日) ９時３０分～１２時３０分
  受付開始 ９時００分
千葉大学 西千葉キャンパス
ＪＲ西千葉駅より徒歩２分(南門)　京成みどり台駅より徒歩７分(正門）
学内への車の乗り入れはできませんので、ご注意ください
人文科学研究科・マルチメディア会議室
３時間参加で２ポイント取得


佐藤幹夫　(さとう　みきお)
　秋田県生まれ。批評誌『飢餓陣営』主宰。
　千葉県で特別支援学校教員を２１年間務め、２００１年よりフリーに。
　自閉症に関する著書として『自閉症裁判－レッサーパンダ帽男の「罪と罰」』(朝日文庫)、『裁かれた罪 裁けなかったこころ－１７歳の自閉症裁判』(岩波書店)、『「自閉症」の子どもたちと考えてきたこと』(洋泉社)、近著は『ルポ・高齢者医療－地域で支えるために』(岩波新書)。そのほか著書多数。
　
『自閉症裁判－レッサーパンダ帽男の「罪と罰」』(朝日文庫)
　自閉症の青年による殺人事件は、なぜ単なる「凶悪な通り魔」による殺人事件にされてしまったのか？四年にわたる取材から浮き彫りになる、障害を持つ青年の取り調べ・裁判、そして当人が罪の重さを自覚することの難しさ。大きな話題を呼んだ問題提起の著。
『裁かれた罪 裁けなかったこころ－１７歳の自閉症裁判』(岩波書店)
　・・少年だから保護処分をとか、障害をもつから保護処分を、というような理念を先行させた思考のプロセスを著者は踏んでいない。つまりはじめに保護処分ありき、ではない。現在の社会的資源のなかで、どの場所をどうフル回転すれば最もよりよく社会復帰は可能なのか、社会は安全を維持できるのか・・。
　・・問われなくてはならないのは、再犯を防ぐための処遇の内容のはずである。　(本書より)
